【エンジニアリング業】
職種：設計　　職務：付帯システム設計

【概要】

　プラント・施設内の保温保冷、塗装、防消化設備等の付帯システムに関する設計を行う仕事。

【仕事の内容】

　ここでいう「付帯システム設計」とは、プラント・施設内の保温保冷など断熱設計、防錆・防食のための塗装計画、消火設備や警報設備等の設備またはシステムの設計を指す。

　付帯システム設計は、プラント・施設の要求機能を実現するために欠かせないものであり、設計技術者には防錆・防食技術、断熱技術等の専門領域において、品質・コスト・納期を意識しながら的確な作業の遂行が求められる。

　また、具体的にどのような付帯システムを設計するかは、プラント・スペックはもちろん、立地国の法令・規則やプラントの立地条件、気候条件、環境保全面での要求等にも左右されることから、これらの条件を正確に理解したうえで設計を進めることが重要である。

（1） 【求められる知識・経験】

（2） 付帯システム設計の仕事を行うための学歴要件や必要最低経験年数はない。ただし、大学もしくは大学院または高等工業専門学校等において、物理や化学、機械工学、衛生工学、建築学などプラント・施設に関する基礎技術を十分身につけていることが望ましい。また、経験者募集の場合には、一定の実務経験（実績）が要求される。

（3） CADの普及により、ITツール（ハードウェア及びソフトウェア）を十分に使いこなすスキルが求められる。また、防消化設備をはじめ、様々な法規・設置基準等が存在する場合があるため、立地国の法令・規則・慣行等を十分理解したうえで仕事を進める必要がある。

（4） さらに、専門知識や技能のみならず、上司や同僚、社内外関係者と円滑に意思疎通を図るコミュニケーション能力や、目標達成に向けて粘り強く取り組む姿勢も要求される。

【関連する資格・検定等】

· 技術士（機械、電気・電子、化学、建設、水道、衛生工学部門等）
〔社団法人 日本技術士会技術士試験センター〕

· 防錆管理士〔社団法人 日本防錆技術協会学校係〕

· 消防設備士〔財団法人消防試験研究センター〕

· 危険物取扱者〔財団法人 消防試験研究センター〕

· 防火管理者〔都道府県消防主管課、市町村消防本部（消防署）〕

など

【労働省職業分類（小分類）との対応】

　０３１　機械技術者　　０７１　その他の技術者

